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去る2月27日，東京都千代田区平河町の全共連ビル内マ走協会の発足当時の扣当であった飯島理事より説明があ

ツヤサロシにおいて開かれた第9回の通附総会をご報告しり，新しい会員にとってはNORCの歴史の舞台裏をちよ

ます。っとのぞいたような感じだったもようです。

出席者は特別会員70名，正会員266名で会場は満員，委質間その2は計測料について。なぜシーポニア・ヨット

任状の提出は特別会員106名，正会員237名，出席者およクラブだけで計･測を行っているのかという質問に対して，

ぴ委任状提出者の合計が会員総数の1,267名の過半数をこIOR計測の説明や船台等の問題から現在ではシーポニア

えるので総会は無事成立。出席者数と委任状提出者数は，に限定されている事情の報告があり，異議なく了承され，

総会のたびに事務局が気をもむところ，今後も出席されな第2号議案も可決されました。

い会員はなるべく早めに必らず委任状を返送してほしいも第3号議案では，新たに入会する者は，特別会員または

のです。正会員2名の推せんが必要になることが可決されました。

◇各議案を決める◇これまでは，入会に際しては何の制限もなかったのです

第1号議案は昭和45年度の事業報告とその収支決算につが，会員数も増加して裾野が拡がる一方の現状では入会者

いて。名和総務担当理事よりの説明。本部事務所費についの人物保証の意味もかねて，このような資格制限も当然の

ての質問があり，原案どうり可決。ちな象に本部事務所費ことと言えましょう。

は3カ月だけ本部の費用であとは関東支部の負担。第4号議案は会費未納者の除名処分の件，第5号議案は

節2号議案は，昭和46年度の事業言|画とその収支予算。資産変更の件と，異識なく可決されました。（除名処分に

質問その1は助成金について。助成金は昨年度200万のついては，さらに充分にチェックをした上でという附帯条

ところ今年度160万に減らされることが予想され（のち予件）

想どうり160万に決定されました)，助成金の性格，その◇運営のあり方を討議◇

交付を受けるに至った経絲等について社ITI法人日本外洋帆第6-号議案の「その他」に移って，議事は非常に緊迫し

（1）

へ



NORCだより 第5
巨
万昭和46年6月15日

ととなりました。

人事選考委員会を作って次の役員を選び出すという考え

方は,NORC発足以来の画期的なことであり，役員には

20才台の若い人も必要であるという意見なども活発に出さ

れ，選考委員会による役員の選出がどういう顔ぶれになる

かその結果はともかく，新しい風が吹きはじめたことは事

実で，この方式がよい結果をうんで,NORCの結そくが

一段と強まり，運営がさらに前進するようになることが期

待されます。

動議の第2は，第8回臨時総会で除名処分となった「エ

ピキュリアンⅡ」事件の関係者2名の処分解除について，

石原オーナーと福吉会員より提出されたもの。所属の東海

支部長よりは東海支部においてまず充分検討してからにし

てほしいとの要望がありましたが，一応本総会出席者の意

見を参考にして，再入会の申出があった時点で理事会で決

定することとなり，前記2名の再入会の可否について賛否

の決をとった結果，再入会を容認する者が過半数を占め，

理事会においてこの結果を充分参考にして決定されること

になりました。

動議その3は，レース参加料を艇長よりも徴集すること

に変更したい旨の福永レース委員長の動議で異議なく可

決｡

以上によって議案，動議のすべての審議を終り，6時30

分，議論の活発だった総会を終了しました。（関東総務）

たものとなりました。

それは石原|頁太郎オーナーの動議で，今後の役員等の人

選のありかたについて，人事選考委員会（仮称）を作っ

て，事業計画に添った適任者を選び事業ごとに担当理事を

きめる等のことも必要であろう，（税金対策担当，クラブ

ハウス建設担当，日本ヨット協会の窓口担当等）というも

のです。現体制に対する鋭い批判の意味もあり，現任理事

側から，これまでの人選の方法等について説明などがあり

ましたが，発足当時のこじんまりしたクラブが成長して，

会員数1.300人を数えるに至った現在のNORCの運営が

従来の有志による手弁当の労働奉仕ではその限界に達して

いるというのが実情かと思われます。

関連した問題としてクラブハウスの設立について論議が

たたかわされましたが，賛否について決をとったところ賛

成が多数を占め，そのための経費，維持の方法等について

充分検討を要するため，委員会を作ることとなって希望者

を募り，その結果，石原慎太郎，平野喜美夫，落合公平，

金原良一，富永幸太郎，亀井澄夫，大野肪，東出実の八氏

が委員に決定されました。

ついで，理事および関東支部の常任委員選出について，

人事選考委員会を作るべきであるということに意見の一致

を承，ブリート単位で10艇に1人（10艇未満のフリートも

1名）の委員を選出することとなり，その委員によって次

期の理事および常任委員の候補者を選出，総会にはかるこ

へ

豊かなシーマン・シッブで協力を
－通常総会に出席して－秋田博正

先般の'三1本外洋'帆走協会通常総会についての所感を記す私は日本外洋'帆走協会は，外に対しては，社団法人とし

ように依頼されましたが，私は一言にしていえば，従来のての社会的使命，換言すればヨットの安全，海事思想の普

日本オーシャン・レーシング・クラブが社団法人日本外洋及なりを図るべきでしょうが，実はヨットマンの集いで

帆走協会と改組，改名されたことに諸々の問題発生の[|]来す。いかにクルーザー乗りが楽しく，安全にヨットをエン

があるのではあるまいかと思います。ジョイし，会員相互がシーマンとして互いに親しく，助け

クルーザー乗りのある意味では自然発生的なグループ合って充実したヨッティングができるかを考えるかに重点

が，年々会員も艇も増加して，その社会的使命も加わり，を置いて考えてゆくべきだと確信しております。総会当日

社団法人日本外洋帆走協会とややかたくるしい存在となりに提案された諸問題もそれぞれ意義もあり，解決に努力す

ましたが，会員の心の底にはヨットマンとしての海の男のべき事柄だと思います。一つ一つ協力し合って誠意をもつ

集いであり，何にも拘束されないクラブへの深い愛着が強て解決に当りましょう。

く残っていることと思います。しかし，繰り返して申しますが，お互いは所詮ヨツトマ

クラブであれば，お互のことだと問題にもされなかったンです。誰もそれで得をしようなどと考えてはいないと思

ことが，形態の変化，それと会員数の激増という事情で複います。大らかな海のような気持こそわれわれの誇りであ

雑になったことは否定できないと思います。り，本心だろうと確信します。シーマンの気持をいつまで

二つの性格を持った組織，ここに問題があると思いまも心に抱いてお互いに皆のためになってあげよう，助け合

す。しかし，所詮はお互いヨットマンであり，潮気こそわおうという気持でわれわれの集りである社団法人日本外洋

れわれの最も大切にしている所です。大らかな心，互いに帆走協会を運営し，そして充実したヨッティングを共に楽

助け合う気持，これはどのヨットマンも皆持っている心だしゑたいものと衷心より念じております。

と思います。互いに寛容と理解をもって解決してゆきたい（副会長・内海支部長）

と思います。

／d-b､
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が本当に楽しんでいるのなら結構だが，事実は全く逆で，

元々，ヨットマンは労苦そのものを喜びとする開拓輔神の

持ち主なのだから，おll苫立てされて従って行くことには満

足しないのである。考えれば最も楽しかった頃のNORC

は，その全休が現在の1ブリート程度の規模だった。そこ

まで分析すれば答えはでる。……･”具体的な方法は，フリ

ート毎にガヤガヤと練って，実行すればよい…･･…･と。

NORCは公益法人なのだから，その中にいくつものク

ラブができるのは当然だろう。

2．クラブハウス･……・・

NORCの横浜基地には1952年頃から小さなクラブハウ

スがあった。それはシーホースクラブの人々が皆で資金を

l#ち寄り，手分けして準伽し，皆でペンキ塗りする，建設

の悦びの結IW!だった。

だが，1960年頃にはシーホースの楽しいムードが崩壊

し，クラブハウスも無くなった………。この崩壊の理由と

して次のことがあげられる。

（1）実業団チームが他のメンバーを無視してわがままに

振舞い自分のメリットだけを主張した。（単純な受益

者が出て来て，「皆で努力する」という習‘旧を駆逐し
争一、
ノーノ

（2）日本ヨット協会に結びつこうとする権威主義者がク

ラブを支配し，開拓の先達だった有能なリーダーが去

った。

結局，前述の楽しいクラブが失われた時，クラブハウスは

わずか1年で亮虚と化した。

他方，江の島ヨットクラブの場合は，全部を使う府|画だ

った建物が，結局は公共施孜になり，メンバーズ・オンリ

ーの場所は片隅に追い込まれた……････それは，公共の資

金という紐が付いている以上は当然かも知れない。今後の

場合，石原氏の言う通り「NORCは公益法人だから，政

府筋の払い下げや援助を受けられる」ということだろう。

だが，「公共のために使用すべきだ」というモラルの紐が

付くことを党‘隅すべきではなかろうか？･･…….少くとも，

ヨットマンが理想とするメンバーズ・オンリーのクラブハ

ウスとして〃1侍を掛け過ぎるのは何だろうか？

またシーポニアなど，営利企業を後循とするクラブハウ

スには営利の紐が付く，シーポニアは良いのだが，今後は

藤'|’|･な営利クラブが統々と現れるだろうことは，すでに古

lf,!jil会長が心配しておられる通りだと思う。

クラブハウスはメンバーズ・オンリーでなくてはならな

い｡そのためには営利や公共の紐が付いてはならない｡……

必要な条件は，まず妓初に良くま‘とまったクラブであるこ

と。紐が付かないためには笠金の面でも皆で努力すること

ではなかろうか？･･…･…幸にして関東支部には基金があ

る。このような基金を更に充実して,llln練りに貸し出す方

法を考えてはどうだろうか？………もしも，この方式が軌

遊に乗り，政府がこの方式を理解したうえでなら，助成金

を受けてもよいのではなかろうか？（その場合は江の島方

式とは違うのだから）（理事）

岐路に立つ

NORC
危険な曲りかどで考えよう

<I>

横山晃

へ

2月27日の総会で石原オーナーから多くの意見があった

が，それはNORCがかねてから負わされていた課題の決

|研を迫るものだった。

1．楽しいクラブ･“･“…

10年会員は「10年前は楽しかった」と言い,20年会員は

「20年前はもっと楽しかった」と言う。

1950年代,NORCとシーホース・クラブに集まって来

る人々の大部分はヨット界の椎威争のムードに満足しない

人々だった。

旧権威筋のレースに川場を申込むと役員が名をつらねて

いて，その監視の下にトケトケしいレースムードの巾を走

る。それはまるで警察と交通戦争のムードだった。

それに比べて新しい組織は極めて大らかで，誰かが「レ

ースやろうよ」と呼びかけ，皆が日時は？コースは？

などとガヤガヤしてから，さて役員は？となると「スタ

ート係りが居ればレースはできるよ」となるのが通例だっ

た。

その頃は「レースがあるから出場するのではなく，皆で

レースをやるのだ」と信じられていた。ことばのうえでは

「"”･･ある」と「･･･…やる」の違いだが，活気と新鮮さと

楽しさは雪ﾉﾋの差で，しかも費用はかからなかった。そし

て費用は楽しい集会に投入され，その話題は，楽しさの永

統，技術と安全の向上，仲間の結束など，常に開拓的で新

鮮だったし，若い人々もよく発言し，よく働いた。

1960年代になっても，石原オーナー捉唱の相棋湾ポイン

トレース，古谷氏提唱のクラスvレースなど，その発足は

似ていたと思う。また，各地方支那にも，それぞれの楽し

いムード作りと楽しいレースの歴史があると聞いている。

NORCには今でも良い伝統が統いている。だが，色々

な疑問と心I'肥が出てきた。例えば1950年代に，あんなに嫌

った旧来組繊のムードに,NORC自身が近づきつつある

のではなかろうか？．……・・「皆でやる」という基本が失わ

れて，管理者と受益者に別れる動磯は何なのだろうか？…

……それは決して，皆が怠け者になったのではなく，全く

反対･におI態立てが良すぎるのではなかろうか？...…受益者

／

〔
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款から言って，除名の解除はないということです。これは

当時からたびたび論議されたことなのです。ですから仮り

に除名が不当であれば処分の取消をすべきなのであって，

正当であるとするならば，入会の申込糸を認めるかどうか

が議論されるわけです。結局そのように理解はされました

が，このあたりから総会の議論に混乱が生じたようにも思

います。取消ならば総会，入会ならば理事会の決議事項な

のです。私は両君の友人から解除したらどうかという発言

があったことについてどうこういうつもりはありません。

唐突ではあっても，勿論好意であったと思いますし，発

言は自由です。

しかし本人達から入会の希望も出ていない段階で（2ケ

月たった現在もまだ申し込承は出ておりません）なぜ実際

これから一緒にやって行かなければならない一番の関係者

の支部の意見を無視して，強引に議事をおし進め，方向づ

けをしなければならなかったのでしょうか。

一体，本人述が仮りに入会を希望しているとして，どん

な心構えであるか，受入れ側のフリート，支部の状態はど

うであるか，たしかめなくても良いものなのでしょうか。

「支支段階で一度検討させていただきたい」という支部

からの発言もあり,｢支部からの出席も3名だけだから皆の

意見も聞いてゑたいという意見が述べられたにもかかわら

ず，「総会はすべてに優先する，委任状もあることだし，

この場で解除を決議したらどうだ」などとまるで総会屋ま

がいに議事を早急に引ばり廻す一部の方々の一体どこにブ

リートの自主性尊重の気持があるのでしょうか。

この場合「入れてやったらどうかという話があった」と

いうことで，どうしていけなかったのでしょうか。

卒直に申しまして私は憤慨にたえませんでした。一度立

場をかえて自分のフリートのこととして考えて染てくださ

い。事態がよく分りまよう。

その後この件について当支部の常任委員会，および例会

で鞭告が行なわれました。その結果，今までのところ，事

実は事実として申し上げておきますが，いかにも支i'fl;をふ

承つけにした，なっとくのいかないやり方だという意見が

大多数であり，かつ，入会に対しても反対もしくは批判的

な意見が圧倒的でありました。

しかし，誤解のないように[|]しますと，私はここで「エ

ピキ→リアン事件」の関係者の入会の可.否を言っているの

ではありません。これについては誌面もありませんし，ま

た別の機会もあろうかと思います。ただこの問題は多分に

本人達の反省の努力によるべきもので，私は除名後の期間

の長さも考慮のうちに入れ，あらゆる点からよく吟味し，

これからうまく一緒にやって行ける見きわめがつけば，前

向きの考胆がされることもよいと思っております。そうい

った意味で全然否定的というわけではありません。

密輸く･らい誰でもやっているとか，私の友人だとか，色

な々言葉をﾉ,!i'i上ききました，私どもお互い近くにすゑ，当

時の辛くもすじを通した苦しさを思い起すとき，叩しわけ

ないことですが，一体何をいっているのかとさえいいたく

なりました。NORCはこういった非’附識や情実の樅行す

るところでしょうか。

、
ノ
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本部と支部活動の

接点

－－総会に対する意見一一

角田博
’
◇本部活動への討議◇

先号の大儀見さんのご意見，全くその通りだと拝見いた

しました。

要約しますと，「プリートを中心とする自主的，自発的
クラブ活動と，本部を中心とする，全般的，対外的問題へ

の坂くみを併行的に強化すべきだ」ということでした。

2月28日の総会ではまず本部の活動について，色々 活発

な意見が出ました。私としても本部体制の強化や，事務局
のプロとしてのあり方などについて，つれづね意見を出し

ておりますので，こういった意見はとりいれて効率の高い

逆営をして行くべきだと思います。ただ発言にもう少しユ
ーモアと節度があったらと感じました。

元気があってよろしいのですが，非礼をも省染ず(？)，
言いたい放題ということでしたらいただけません。
この総会は充分恥を知る人々の集りと思います。テレビ

の国会中継など，変にお手本にした，どぎついやりとりは

'且りましよう。その点自らも反省しております。

◇支部活動のあり方◇

つぎに支部あるいはフリートを中心とする自主的，自発

的クラブ活動ということに関連しては,この総会で｢エピキ

ュリアン事件｣関係者の除名解除の問題が提起されました。

議事録によりますと「石腺オーナー及び福吉会員より昭

和45年6月6日の第8回|臨時総会によって除名処分をうけ
た「エピキュリアンⅡ」事件関係者，榊原嘉男，都築勝利

両名の除名処分は満1ヶ年を経たならば解除してもらいた

いとの動議が出された。

この要望に対し，所属支部の角田支部長から，この件に

ついては地元の東海支部で充分検討してからのこととされ

たいとの要望があったが，議長より，一応出席者の恵向を

徴してから，再入会の申込の申請が出された時点で，総会

の意を参考として理事会において入会を認めるか否かを決

定すると発言あり，除名者の入会についての意志表明を挙
手にて求めたところ，猫成する見解多数ということになっ

た｡｣と経過が吾かれてあります。

摘要すればこのようになるかとも思いますが，強引な談

論によってｲ:Ⅱ当混乱したことも事実です。また挙手の意味

についても，私は頭から絶対反対ではないという意味に考

えております。これについては次に書く状況から，判断し

ていただけるものと思います。

◇除名問題の論議から◇

ここで明らかにしなくてはなりませんが,NORCの定

（

へ

へ
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あのMfでの「密輸く"らい誰でもやっている」という発言

はいったいどういうことなのでしょう。

支部'附任委員会でも談論の的になりましたが，理解に苦

しんでおります。

．なお当支部では従来支部規約によって入会希望者につい

ては会員の推薦者2名を要し，支部常任委員会の承認のう

えで本部に入会申込承をいたしております。今後もこの方

式は尊重していただきたく思います。終りに，当支部のこ

とで色々皆さんに不愉快な思いをさせたことについて心か

らお詫びいたします。しかしながら，意見は意見として出

しておくべきだとする当支部の考えから一，二書きつらね

ました。失礼の点はおゆるしください。（東海支部長）

活動の基本理念を考える
－第9回通常総会に出席して－ 渡辺修治

2月27日の総会に，九ﾉ､|､|から馳せ参じたが，飛行機が霧

のため遅れ，私がお馴染のマッヤサロンに到着したのは，

議事も大分進んで，飯島理事が，運輸省からの助成金の山

来を説明している簸中であった。議事の進行につれて交わ

される活発な応答に耳を傾けていたが，私が予期していた

いつもの総会の雰囲気と違った－蚊いて言えば，｜ヨ会と

か，団交風の，固い空気に戸惑いを感じた。

終りに近くなって，石原オーナー（コンテッサⅡ）から

動瀧が出されたが，その骨子は次の様であったと思う。

◇石原発言をめぐって◇

「現在のNORCの執行部の在り方には不満である。例

えば，物品税問題，クラブハウスの問題，日本ヨット協会

との連繋問題など，いずれに対しても不熱心で，メンバー

の期待に応じているとは思われない。これらの問題に対し

ては，業務ごとに担当理事を決め，責任をもって解決すべ

きである。また私がかつて防衛庁に晒し，クラブハウス用

に，米軍が第二次大戦で使用した舟艇を無料で払い下げを

受けられる様に斡旋したのに,NORCで受入れられず，

流れてしまったのは残念である｡」

この発言に対し,NORCのクラブハウスの意焚につい

て本質論的な意見が交わされたが，結局,｢NORCがク

ラブハウスを持つことの賛否」について決をとることとな

り，結果は賛成が多数で，石原オーナーを含む8名の実行

委員が選出された。

◇執行部の方向を考える◇

統いて，田辺オーナー（蒼屯）から,｢NORCの執行

部（理事，′附任委員）の顔ぶれは，発足以来8年間，ほと

んど変っていない。民間会社では，役員のほとんど全員が

8年|M1も居坐ることは考えられない。できれば，理事の半

数くらいは，20才代のものでよいのではないか｡｣の意見が

出された。

この意見は満場の支持を得，実行力法としては，フリー

トごとに10艇につき1名の委員を遊んで人事選考委員会を

作り，執行部のメンバーを選出することになった。

以上2つの動議と，それに対する決議，対莱は，今度の

総会の貴重な成果であり,NORCの成長と，メンバーの

良識を示したものと考えてよいと思う。

しかし，これらの決裁は，やり方によっては,NORC

に混乱を招く恐れがある。と言うのは,NORCは，川本

の他のスポーツ団体と違って，オーナーを主体とする，非

‘附に自主性の高い団体であり，執行IMI;自体がオーナーであ

る。執行部と会員は，対立した上下の関係ではない。

元来，日本のスポーツ（自分でやる）は，明治時代に学

校の体育用として輸入され，それが一般に普及したものと

考えられる。だから']本のスポーツ団体は，体育協会を中

心に文祁行政の一環として発展して来た。つまり，これら

のスポーツ団体は，オリンピックや国体で見られるよう

に，公（おおやけ）の費用を使い，指導者と競技者がはっ

きりわかれた役所のような組微である。

◇オーナー団体としてのポリシー◇

NORCは，その発生の根拠が，体協傘下のスポーツ団

体と全く異り，完全に自主]勺な組倣である。つまり，苛酷

な自然を相手とする外洋レースに，自分の責任で参加しよ

うとするオーナーを主体とする団体で，理事はオーナーか

ら選ばれる。

前号で，朧l根さん，大鮭見さんが,NORCの発生から

今日迄の生立ちを書いておられたが，最初，同好の士が集

り，手弁当で発足したが，外洋の風波の試練をうけて成長

し，時には多くの若い生命迄犠牲にして得たものは，次の
鋒

考え方（ポリシー）である。

責任の所在一外洋レースに参加する者は，すべて自己

の責任において参加するものであって,NORCは参加を

認めた艇の安全趾，乗員の能力に関しては，なんら責任を

負うものではない。

つまり，外洋に於ける安全のすべての責任はオーナーに

ある。もちろん，それぞれ自分の好むところに従い，クル

ージング，デーレースまたはランデブーに羽目を外すのも

fjil:,W･しかし,NORCのヨットは，いったん外洋レース

に参加する時は，如何なる困難も自己の責任で乗り切る用

意があるから，普段の遊びにも，自信のあるゆとりを持つ

ことができるのである。

私は,NORCの運営の根本方針は，上記の責任のポリ

シーにつきると思う。運輸省の傘下に入って公益法人とな
一一一一二一

つたのは，国家組微の中で，正当な発言権を得るためで，

公の金を目当てにしたわけではない。

これからヨットが盛んになると,NORCの色々な計画

に外部とのつながりか増すと思うが，外部からの援塑_(特

に金銭的）は，フリ
ー-－－

すべき

I

なければならない。（理事）

を守り抜か
＝一一一

（5）
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’

柔軟なﾖﾂﾄﾗｲ
ﾌの方向づけを’

金原良一
’

先日の総会に出席してゑて感じたことは，日本外洋帆走

協会の総会が，日本オーシャンレーシングクラブの総会

か，と言うことの疑問をまず持ったわけです。おおまかな

感じとして,NORC派は海辺のクラブハウスに対して

は，あれはベターといった気持で何も無理することはある

まい程度の気持でしょうし，綜合的にヨットを楽しみ､たい

人たちは無理をしてもクラブハウスを持ちたい気持が強い

のではないかと思われました。

また，キャリアの豊かな方々は，過去10数年のヨット界

の動きにとらわれすぎているようにも思われます。総ての

世の中の動きが，かつて10年で変化したものが70年代は，
2～3年でそれ以上に変っていくであろうことを，ヨット

界においてはそれ以上の加速度があることを，気がついて

おられない発言もあったようです。

フネというものは，一定のスピードでないと舵ききが非

常に悪いことをヨットマンなら知りすぎているわけで，現

在のNORC丸の速度は1ノットは出ていないのではない

かと私は思います。風を待たずに世の中の動きに合わせる

ためには機走でも機|ﾘ1走でもいいのではないか，そうせざ

るを得ないと思います。そのためには燃料も必要でしょ

う。物価の変動から象て今の会費でいいのかどうか，少く

とも特別会員費は2～3倍の会費にしてその代り，何らか

のメリットがあればいいのではないかと思います。

油壺の例でも120隻のうちNORC所属艇は44隻くらい

のもので，レースをしない艇，またはレースをしたくても

新しいレーサーホ'1手では一切興味を失うといった方々は，

レース以外あまりメリットのないNORCに対してそつぼ

を向く人が多くなるのではないかと気になります。

NORC設立の主旨からいってもそれでいいのだとは思

えないわけで，その辺のところを考脳できる若い理事の選

出が必要だと思います。またその方向を打出されたことは

大変いいことだと思います。戦後の大変な時期から今日ま

で協会を持ってこられた方々の努力，苦労に対しては深く

頭をさげるわけですが，この辺から先進国のそれに一歩で

も近づく動きが必要な時が来たようです。

今後の人間の生活は味もそつけもないギスギスしたもの

になるでしょうし，それによる自律神経失調の人間も増え

るでしょう。たまたま海を知りヨットを知ったわれわれだ

けでも人間らしい生き方の一つとして，ヨットライフの方

向づけとして，日本外洋IIﾘ1走協会の充実に皆で力を出そう

ではありませんか。

（関東支部・油壺フリートキャプテン）

NORCのメンバーシップについて

◇入会資格の制限に思う◇

先般の総会では種々の沼発な提案が出され今までにない

充実したものでした。とくに人事問題，クラブハウスなど

に対して討論が行われたので，あまり注意をひかれなかっ

たように思われますが，今後のNORCのあり方について

かなり重要な方針を示すものの一つとして会員の入会盗桁

に対する制限をもうけ,新入会員は会員2名の推薦が必要

となった件があります。今までの会報に先荻諸兄が書かれ

ていたようにクルージングクラブ・オブ・ジャパンから発

展的にNORCが誕生した剛の会員総数は百数十名，加M1

艇は十数艇で，アルファベットのzまで識別旗を荊当てる

ことになるのは何年先だろう，などと話し合っていたもの

です。

そのころは，それこそ他艇のクルーの1人1人まで全員

知り合っていた間柄で，新入会員を増やすことに何の問題

もありませんでした。またNORCの暗黙的な方針とし

て，とにかく会員をふやすということに関心がはらわれて

■一

FT

向 村 孝

きていたことは否めません。

ところが現在のように多数の会員が加入し関東支部だけ

でも900名の世帯になってきますと，今までのようにただ

入会費だけ払えば加盟させるというやり方ではいけないの

ではなかろうか。

◇メンバーへの私見◇

いつぽう，先のNORCだよりにのせられていた海上保

安庁からの要望のようにできるだけ多くの未加入者を加盟

させ，それらの人々に充分に海事思想を教育するというこ

とを考えると入会盗怖に制限を課すことはその要望に逆行

しているようにも思われます。

ここで，いったいクラブのメンバーというものはどうい

うものであるべきか，私が考えてきたことを述べてゑたい

と思います。お断りしておきたいのは，これはあくまでも

私個人の意見でこれがNORCの今後の根本方針ではない

ということです。

今までの日本の社会では，クラブとか，クラブライブと

（6）
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きり感じられるのではないでしょうか。

今までのように，ただ本部に入会金，年会費を払えば会

員になれるという状態では，新入会員に対しての連絡は，

ただ本部よりの会報「NORCだより」その他による一方

通行の承で，あまり知人を持たない新入会員とのコミュニ

ケーションがはかられていませんでした。またレース参加

艇も増え，艇の大きさ，性能にもきわめて差がある現状で

は，レースブィニュシュ後，一堂に寄り集って歓談する機

会もほとんどなくなり，ますます会員相互の親睦の場がな

くなってきています。

◇新会員との接点◇

鳥羽レースの前夜祭，夏祭りなどはたしかに盛大です

が，新入会員にとってはすぐにとけこ象にくい点もあるで

しょう。このようなことを考えて，とにかく最低2名の推

薦者を必要とすることになれば，その2人はすくなくとも

NORCと新入会員との接点になる訳です。またその推薦

者は単にメクラ判を押すのではなく，新しいメンバーに，

NORCの基本方針クルージング，オプショアレースなど

についてのシーマンシップ°を教える1I|1介者になってもらわ

なければならないと思います。

NORCが名実ともに日本におけるオフショアレース，

ポートのナショナルオーソリティーとなりさらに活発に活

動するためには，メンバー各自の自覚と責任ある行動によ

って裏づけられねばならないことは申すまでもないことで

す。新入会員の推薦のみでなく，現存の会員諸兄において

も会費未納による除名などと言う不名誉な処分にならない

ようにクルーメンバーにご注意願いたいと思います。
（関東支部レース委員）

いうものがほとんどなかった。あったとしても，それはほ

んの限られた人達の中で存続していたもので，一般の人々

の中にクラブという概念が存在していなかったのではない

かと思います。外国においては，ゴルフにしるヨットにし

ろ，その地域にすんでいる人達の中から自然にカントリー

クラブ，ヨットクラブ，あるいはローイング・クラブとい

うものが発生した。その結果，ゴルフコース，ヨットクラ

ブのクラブハウスまたは付随してテニスコートやプールと

いうものを会員の負担により建設し，維持していくという

経過が一般的のようです。

そして，各地にそのようにしてできたクラブを総括する

のがNORCでありCCAであるわけです。

そのクラブの建設・維持の過程で経済的にまた社会的地

位などの関係で会員の資格が制限され，会員になれること

に権威が生れるわけです。

これに比べ，日本では，クラブがややもするとお仕着せ

的なもので，会員の自主的な運営がなおざりにされている

のが普通であるようです。

しかしながら，わがNORCはその発足当初からメンバ

ーの総意により運営されて今日にまでいたったわけなので

す。発足の過程から考えても，これは海外におけるROR

CやCCAよりもむしろ単一のヨットクラブ的な性格の方

が強いといえるでしょう。

◇フリートの持つ役割◇

また，しいていえば，現在のプリートというものが一つ

一つのヨットクラブであり,NORCのメンバーになるに

は，まずブリートのメンバーとして加入することによって

NORCと新入会員との接点ができることが望ましいわけ

です。それによりメンバーとしての自覚と責任がよりはっ

（
少

…

会員および登録艇の現状，月3旧現在総会資料の訂正について
へ

特別会員|正会員|準会員|TOTAL舟艇登爆大変お手数をおかげして恐縮でありますが，総会終了

後，内海支部より前年度繰越金に間速いがあった旨報告が

ありましたので，過日お手元に配布いたしました昨年度決

算資料につき，次の数字のご訂正をお願いいたします。

(1)11日和45年度収支決算書収入の内海支部柵の下より3

行目297.700を270.296に，下より2行目も297.700を

270.296に，従って一番下の合計は1.264.999が1.237.595

になり，総合計柵の19.160.793が19.139.389となります。

なおミスフ．リントとして関東支部欄の下より5行目預り金

および6行目IRO計測の388.000は本部柵の方に移して

頂きたい。

（2）昭和45年度収支決算書(支出)の内海支部柵の下から

1行目及び3行目，4行目をそれぞれ1.237.595,56.885.

63.476に，また総合計を19.139.389に訂正願います。

（3）昭和46年度収支予算書（収入）の内海支部欄の下よ

り1行目，3行目，4行目を，それぞれ690.476,56.885,

r
、

｜
識
一
識
認
識

東
海
部
海

関
東
京
内

’到
一
叫
一
１
｜
川

？031
Ⅲ001
,41
791

姉
一
“
｜
弱
一
皿

却
一
婬
一
ｕ
｜
“

西内海支部’’’’3101＄21－§
ITOTAL|,201,291"31Ⅲ2921'2'

63.476に，総合計額を19.642.167に訂正。

（4）昭和46年度収支決算書（支出）の内海支部欄の下よ

り1行目および2行目を，それぞれ690.476,47.596に，

総合計額を19.642.167に訂正してください。
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女性，子どもは1.000円

申込先：

＜関東支部関係＞〒105束京都港区芝虎ノ門15虎ノ

門ビル日本外洋帆走協会関東支部

くその他＞〒468名古屋市昭ｲⅡ区天白町八事裏山名

城大学内日本外洋帆走協会東海支部

申込期日：7月1日～19日必着（会費を添えて）

昨年から参加者も増え，今年は400～500名となる見込承で

す。会場整理上必ず事前に，上記により会員券をお求めく

ださい。

当日券（ただし，1名につき3.0001rl)も多少は用意い

たしますが数が限られております。会員券をお持ちいただ

かないと，入場できないこともありますのでご承知くださ

い。（東海支部理事伏原幹一郎記）

□71年度鳥羽パールレース

前夜祭のお知らせ
NORC東海支部

今年も‘|画例の鳥羽パールレース前夜祭を，下記により盛

大に行いたいと思います。レース参加艇メンバーはもちろ

ん会員他多数の参加を歓迎いたします。

日時：7月29日18：00～20；00

場所：鳥羽国際ホテル

会費：1人2.000円

に応じ，ウイニング・フラグを援与。（1～3位）

（3）注記･…"1971年9月以降の外洋レース（ポイント．

レースをのぞく）において行う。クラス別はなく，すべて

OBクラスとしてエントリーする。なお，レース規則．安

全規則はIOR計測の艇と|可嫌に摘要する。

関東支部レース委員会

桑

ロレース委員会からの

お知らせ

OBチャレンジカップの新設

NORCの9月以降のレースは,IOR計測を受けた艇

でないと公式参加できないことになりましたが，旧ROR

Cレーティングしか持たない古い艇(OldBoot)も，レー

スで活躍できるようOBクラスを設けました。

（1）出場資格……セールナンバー’00番台及び300番台

で，有効な旧RORCレーディングを持っている艇。（ま
たはこれらと同等と認められた艇）

（2）賞････・優勝艇(OBクラス総合1位）にはOBチャ
レンジカップ

（各レース毎の持ち回り制）を，他にOBクラス出場艇数

鳥羽レース第1回艇長会議日程変更

鳥羽レース第1回艇長会議は7月191二118:30～19:00,船

舶ビル10階会議室にて行います。

申込締切は7月19日17：00です。

各参加艇は艇長または艇長次席が必ず出席してくださ

い。関東支部以外の方は第1回艇長会議に不参加も可。た

だし，エントリー（郵送可）は申込紬切りまでにNORC

本部に必着のこと。

質問がある場合は名和帆走委員長（飛車角）に直接問い

合せのこと。（本部鳥羽レース帆走委員会）

の承が乗艇している場合は，この資絡所有者をしいて乗艇

させなくとも航行できます。

もちろん，日増しに交通城繁になる海上のことですか

ら，たとえヨットといえども，その運航に従事する者は全

員小型船舶操縦士の資格くらいは持つべきであるとして，

行政脂導をしているが，有盗格者が一人も乗艇していない

からといってただちに，船舶職員法違反に問われるもので

はありません。ただ，「旅客」の定装が，われわれの考え

ているものよりも，広義に解釈されており，われわれが'肘

識的に｢旅客｣ではないと思っている同乗者を，1反締りに当

る係官に「旅客」であると解釈されるおそれは多分にある

ことを承知していて頂きたい。とくにヨットについては，

まぎらわしいので，取締りに当る係'日.によってかなり異な

る取扱いも起り得ることが予想されます。しかし，クルー

ザーともなれば，船内業務も広範囲になり，航海も長くな

りますので，当直員も2直，3直となり，1直の人数も各

セールごとにシートマンがつき，ヘルムに1人，また司厨

員も必要となってくると，長い航海に従事するには，小さ

な艇でも長距離航海の際は船内業務の従事者は10人位必要

となることもあると，船員局には説明してあります。

口小型船舶操縦士の

資格について

（

きたる7月1日以後，小型船舶操縦士免許の所有につい

て，取締りが厳しくなるというので，種々取沙汰されてい

る。なかにはこの資格を取得したものでなければ，ヨット

に乗ることさえできないと思っている人もあるようです。

とくに官庁の地方出先機関の末端の取締りにあたる役職の

人の間で，その解釈にかなりの隔たりがあり，苦慮してい

る支部もあるらしいので，中央の所管官庁である運輸省の

船員局船舶職員課の意向を略説してご参考に供したい。

この問題の法的根拠となっている船舶職員法は，船舶の

運航の安全を人的な面からはかるのが目的でﾙﾘ定された法

律であり，人命の尊重が基礎となっていることはいうまで

もありません。したがってこの法律においても，総トン数

5トン未満の船舶では，旅客の運送の用に供するもの以外

は除外されています。つまり、船内業務に従事するもの、

（8）
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乗艇させる必要があります。もしこれに違反した場合は，

船舶職員法違反として取締りの対象となり，オーナーは20

万円以下，スキッパーは3万円以下の罰金を課せられるこ

とになりますので充分注意していただきたいと思います。

。（常務理事高村信）

したがって，家族といえども，乗船した以上は乗船中の

職務が明確でなければなりません。また，あきらかに「旅

客」である人，たとえば,ただ単に撮影の象を目的とした

り，取材の承を目的とした報導関係者などを乗艇させるよ

うな場合は，小型船舶操縦士またはそれ以上の有資格者を

ととなる。

3．けん銃等を所持する艇が，日本領海内に入る場合は，

次の手続きをすることによって，銃刀法違反としても，

関税法違反としても立件され処分の対象となる心配はな

い。

イ，国内の初めての寄港地にて，必ず税関に申告する。

（税関はこの申告に基き警察に連絡する）

ロ，この逆絡を受けた警察は，銃刀法第25条を摘要し，

そのけん銃等を仮領置する。

ハ，輸入及び所持の許可は受けられないから，6ケ月後

にはそのけん銃等の所有権は自動的に国に帰属するこ

ととなる。

4．公海上で海中に投棄すると，その立証がむずかしくな

り，外国で入手した事実が明らかであれば，司法警察員

としての海上保安官または警察官は，国内持込承の容疑

ありとして捜査せざるを得ないこととなるので，海中投

棄というような処置はとらないようにお願いします。

以_この見解は警察も全く同様であることを付け加えます。

（常務理事高村信）

口海外渡航艇のけん銃

等の所持について

最近，当協会登録艇で海外に渡航する艇が増加の傾向に

あり，護身用のけん銃等の所持の可否につき，取締当局の

見解を示して欲しいとの問合せがありましたので，海上保

安庁に出頭し，次の如き回答を得たので，参考のためお知

らせいたします。

1．日本人が外国でけん銃等を取得し，所持していても，

わが国の銃刀法（銃砲刀剣類所持等取締法）は摘要され

ない。ただし国によっては，その国の国内法によって所

持を禁止されている場合もあり得るので，その国の法の

摘要を受けることは当然である。

2．そのけん銃等を日本船舶内に持ち込んだ場合は，刑法

により日本船舶内は日本国内と承なされることとはなっ

ているが，銃刀法の趣旨から，この法律の摘要はないこ

（
《

紹介ﾖ琴 i卜1翅

〔関東支部〕学びとり，それを通じて正しく楽しいヨットクルー

10881NDEPENDENCEスループ9.900×7.400×ジングを行いたい。

2.950×1.770平松栄一（共|可オーナー）戸田＠ヨットが飯よりも好きな連中を集めた。菊地浩三

邦司氏設計シーポニア氏瓜生昭一氏

1089ひろまるⅢ7.400×5.800×2.400×1.20O鈴木修＠もっとレースを計画して貰いたい。大変なことと

ミッシェルビゴアン氏設計フランスC.N.S.思いますが，私達はそれが楽しみで毎週船に乗って

Q製サムライ級佐島係留いるのですから。

1092桃李31Zi×24Z12チン×9Z13糸ﾝ×5Z19ﾁン1904侍（さむらい)7.400×5.800×2.400×1.200前川

三林耕士（共同オーナー）渡辺修治氏設計諸磯勝ミツシェル，ピゴアン設計，フランスC.N.

＠中国の史記列伝節49章に「桃李不言下自成践」とs.Q.製サムライ級油壺

いう文があり，下二字を母校成礫大学（学園）の校10950CEANSPIRIT7､400×5.700×2.260×1.200

名としており，今度，部艇名を命名するにあたり上川久保史朗VAN・DE・STADT氏設計諸磯

二字をとり，「桃李」とした。1096DONGURIII26Z1×20Z#×7zl64ﾝ×4=19多ン

@NORCおよび関係各所の負担とならぬよう心が足立好史BENSEABORN設計横浜

け，外洋帆走部として活躍したい。＠前艇のⅡ世号

＠（主将）佐々木研一，（会計）甘粕順一，（副主、クルージングにより日本を一周したい。

将）小谷俊介が主力メンバーとなります。＠横須賀ヨット交友会のメンバーからクルーを募っ

＠特にありません。ている。（現在3人）

1093BUSHスルーフ・7.400×5.800×2.400×1.2001097AMIG07.490×6.100×2.300×1.550川口｣|亘司

岡戸稔油壺ミッシェル，ビゴアン氏設計のサブルーウォーター24級シーポニア

ムライ級1105VEGA3121×24Z12チン×9Z13チン×5Z194ン宮

＠船型が円孤を描いていることから狐の尾に似てお森和美（共同オーナー）油壺

り，俗語（英語）からBUSHとした。1106ひまわりII24Z17チン×20Z1×7Z19ﾁﾝ×5ユ＃小

、レースに積極的に参加して，よいレースマナーを泉全治郎江の島

（9）
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SEALIFE9.400×7.000×2.840×1.700米山光

男和歌の浦

ALBIREO清水貞男西宮

ふうてん丸有竹|画夫須麿

プランタンⅢ春本宜邦

ST.APOLLONIAII神原修（共同オーナー）

(注）以上4艇はデータの報告なく，登録証明書の

発行ができませんので至急本部宛お送りください

茅淳119.400×6.800×2.750×1.650頴川三郎

VAN・DE･STADT氏設計西宮

、姉の厳命（太陽の花という意味）

、レース中心でまいります。

11071DLER7.400×5.700×2.260×1.200橋本勇夫(共

同オーナー)VAN・DE・STADT氏設計諸磯

〔東海支部〕

1102KNIGHT5.850×5.200×2.000×1.1201刊中武治

（共同オーナー・ナイト会）鬼崎

〔内海支部〕

1055LらみねI17.490×6.100×2.300×1.550三田善

美（ブルーウオター24級）高松

1066

９
９
７
０

６
７
８
９

０
０
０
０

１
１
１
１

1091

’計測の要領について

されるまでの手11個は，下図の皿りです。またレーティ

ング証明書は，計測後1ケ月以内にNORC本部より

オーナータEに送られます。

5．計測実施にともなう注意事項

（1）計測は,すべて,NORC本部において正式に計

測の[|'込み､が受理された艇についての拳行われる。

（2）計測は，すべて，オーナーの責任において，シー

ポニア・ヨット・ハーバー事務所の責任者と日時お

よび艇の受波条|′'二などについて，正式に取り決めを

行なってから受けること。

（3）計測に|際しては，オーナーは，ただちに計帆llを実

施することができるように事前に艇を計測状態に準

備しておくこと。

（4）計測に関して発生した事故については，節(2)項の

取り決めに従って，オーナーとシーポニア・ヨット

・ハーバー事務所との間で自主的に解決すること。

（5）計測データに関するクレームは,NORC計測委

員会に書面で提出すること。

ll.RORCルールに基づく計測で，鳥羽レースに参加を

予定している艇の新規計測の申込承は，6月20日をも

って締切りますので，該当する艇のオーナーは，至急

NORC本部に計測の巾込承を行なって下さい。

（周東記）

n計測委員会からの

お知らせ

勾勇

I・IORルールに基づく計測を下記の要領で実施します

1．計測日程

（1）1971年度八丈島レース参加艇：1971年1j~I～4月

（2）(1)以外の艇：1971年6月以降

2．計測申請手続(IORMARKⅡ計測申請手続

等に関する施行要領参照）

（1）申請先:NORC本部

（2）申請書類その他：①計測I-|]込耆②計測参考盗料

③計測料③計測料その他：￥23,50(）⑥上架料：

¥200/LOA1Z#

3．計測場所および計測員

（1）新規計測：①シーポニア・ヨット．ハーハー

②宮木敏之計測員

（2）再計測および確認前|測：①被計測艇が所属するフ

リート②NORC計測委員または計測員

4．計測手順およびレーティング証明書

計測の申込承をしてから，レーティング証明書が発行

声

図-A計測申込書’部 OUTPUTDATE

l計測“I，”，モ
（計測参考資料1部」 ↓
－①＞’

OWNER,←⑪〔レーテイング証明書](郵送)NORC本部 ⑧

／

②‐ ｜NPUTDATE
1、

不 一一「｜／1、｜
｜計測依頼書'部

｜璽具璽
⑥⑤④

｜調篝騨,部
戸一一

難鶴 騨翌
』－しク資書 連ク資
一 シ料Iへ絡シ料

ll部
鬘lﾄ部
憩ご一

シーボニア－
部

｜罫’－1 ヨートノ､一バー

ホ菫塞所，、巻｜／

⑩I．B､M

司

1．B、M

↑⑧OWNER NORC本部部

●

シーボニア

ヨートノ､一バー

事務所

； ／
｜
、

（10）



NORC登録艇一覧 '971．5．｜、現在

劉艇名|R'GIRAT'NG|
SAIL

番号
SAlL

番号
艇名 RlGRATlN 艇名T､C・F RlGRATlNGT.C.F 艇名 RlGRATlNGT､C､E

<クラスI> ９
Ｊ
５
８
９
７

３
４
４
４
４
７

０
０
０
０
０
０

TOSHIII

MAUPlTl

CIMAII

JOKERII

MASTEYNAII

WESTERLY

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

４
０
１
１
６
９

８
５
９
２
７
１

９
０
９
０
９
０

１
２
１
２
１
２

６
３
６
０
５
９

４
５
４
５
４
４

７
７
７
７
７
７

３
９
９
０
４
８
５
３
９
４
０
０
３
４
９

７
７
０
１
１
１
２
３
１
２
３
５
５
８
８

１
‐
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

SALMONI

SlRENA

HOM1N1SDlGNlTAT

QUERIDA

ALBATROSS

あかちやん

EPICURIANI

しやち

かまくら

あきづき

FLAMINGOII

おうりゅう

SEACROWN

TRUTH

NADJAII

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｓ

０
９
０
０
２
４
５
７
４
９
２
４
５
９
１

０
４
７
８
８
０
８
０
４
０
３
０
１
１
‐

５
６
５
５
３
６
５
６
６
５
６
５
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
－
１

７
６
６
８
２
１
８
１
５
８
４
８
２
２
１

８
０
９
９
７
０
９
０
０
８
０
８
０
０
０

６
７
６
６
６
７
６
７
７
６
７
６
７
７
７

KAYSEVENIS

ROCINANTEUIIY

７
０
６
７
６
６ １

Ｎ
Ⅱ
Ｅ
Ｅ
Ｖ
町
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｎ
Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｒ

Ｓ
Ｙ
１
２
０
４
９
０
２
３

９
２
３
５
８
８

<クラスII>

00NTESSAII

LUNAROSSAII

MlGRATOR

潮風Ⅲ｜
LOTUS

MlSSSUNBlRD

MINERVAIII

寅 丸

ARTEMIS

智 美

VAGO

ときわ

CHlCADAMAS

SEAFARER

THREESTAR

８
０
８
５
８
０
７
２
２
６
０
５
３
１
２

８
１
３
５
５
８
０
２
３
０
４
６
７
０
５

１
３
３
３
３
３
５
５
５
６
６
６
６
０
０

７
４
０
４
０
５
３
９
６
７
６
８
４
２
３

５
０
７
１
１
７
４
９
８
８
３
６
２
４
７

２
５
５
４
３
７
３
３
２
２
３
２
６
４
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

Ｓ
Ｙ
Ｋ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

５
０
７
１
１
７
４
０
８
８
３
６
２
４
７

７
０
０
９
８
２
８
９
７
７
８
７
１
９
８

７
８
８
７
７
８
７
７
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